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※交付要綱の要件を満たしているかチェックしてください。
	□ ①創業概ね１０年以内の企業であること（個人事業者を除く）。（創業年月：　年　月）
□ ②本社を福岡市内に置き、将来に渡って福岡市内で事業継続する意思を有すること。
□ ③市税に係る徴収金（市税及び延滞金等）を滞納していないこと。
□ ④役員が福岡市暴力団排除条例（平成２２年福岡市条例第３０号。以下「暴排条例」という。）第2条第2号に規定する暴力団員若しくは同条例第6条に規定する暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者でないこと。
□ ⑤次の項目に該当していないこと。
・発行済株式の総数の過半数を同一の大企業が所有している者
・発行済株式の総数の3分の2以上を大企業が所有している者
・大企業の役員又は職員を兼ねている者が、役員総数の過半数を占めている者
※上記③・④については、本市においても別途確認させていただきます。
　上記⑤については、本市においても確認するため、「株主名簿」をご提出ください。



１．事業名称　
　　※今回の海外展開の事業名称を端的に記載してください。
　　　例）○○サービスの海外展開に伴う高度人材雇用 等
	




２．海外展開する技術やサービス、プロダクト等の先進性
※類似事業や従来事業の現状、競合相手などを踏まえて、新しい要素・特徴、優れている点などを記載してください。
	






３．海外展開する技術やサービス、プロダクト等の市場性・収益性
※ターゲット顧客、市場規模（国内・国外）、市場獲得の方策、価格帯、販売経路、販売見込みなどを記載してください。
	






４．今回の海外展開の背景・目的
※国内での事業の状況や顧客ニーズ、産業界の動向などを記載してください。
	






５．今回の海外展開の概要　
※今回、海外においてどのような活動等をするのか、そのあらましを記載してください。
	






６．今回の海外展開の計画・スケジュール
　　※今回の海外展開の全体の計画について、実施項目を箇条書きにした上で、原則月単位でスケジュールを記載してください。
　　　例）・英語高度人材の雇用開始（令和○年○月） 等
	






７．今回の海外展開による成長性
※今回の海外展開により、どのように事業が成長するのかなどを記載してください。
	






８．福岡市及び海外における今後の事業の展望
　　※今後、福岡市を拠点に海外でどのように事業を展開していくか記載してください。
	






